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【研修内容】

10 月 1 日 （ 水 ）
～

10 月 31 日 （ 金 ）

【その他の研修・連絡等】

９ 月 中 旬

講義
オンライン研修 　

会場：石巻合同庁舎

東部教育事務所管内

会場：仙台合同庁舎

仙台教育事務所管内B

会場：大崎合同庁舎

講義・演習

学校生活に困難を示す子供の理解と支援

アセスメントから考える支援

講義

講義・演習

１日目（東部）

１日目（北部）

実践発表

協議

講義・演習

 　小学校、中学校、義務教育学校の特別支援教育コーディネーターの先生方は各校１名の悉皆受講となります。幼稚園、高等学校、特別支援学校の特
別支援教育コーディネーターの先生方は希望受講です。
　 本研修会は、子ども総合センターとの共催で実施します。 １日目の集合研修では、各地域で発達障害児・者を支援している地域支援マネジャーを
含め福祉分野の方々と共に、発達障害等、特別な配慮や支援を必要としている子供たちの理解や支援について考えます。
   教育事務所を単位として、県内を６地域に分け（仙台教育事務所管内は２地域に分割）、地域ごとの受講となります。６地域の研修内容は同一で
す。
※仙台教育事務所管内A地区：名取市、岩沼市、亘理町、山元町
※仙台教育事務所管内B地区：塩竈市、利府町、松島町、多賀城市、七ヶ浜町、大和町、富谷市、大郷町、大衡村
   大河原、気仙沼、仙台B地区、北部、東部の実施日等は研修会情報を確認してください。

事例から子供の支援を考える（グループ演習）

福祉と教育が連携した実践事例の紹介

受講者間の情報共有（事例の選定）

事例から子供の支援を考える（グループ演習）

児童生徒が抱える不安や葛藤への支援について

　

特になし

２日目（eラーニング）

講義

事前・事後の
ｅラーニング

（詳細はシステム参照）

福祉と教育の連携による特別支援教育コーディネーター研修会

　 福祉と教育の共通分野における発達障害児・者支援の支援手法の共通化・連携強化を図るとともに、当面している諸課題の
解決を目指す。

申込必要

対
象
者

B1301

設立区分

資質成長期 資質充実期
みやぎの教員に

求められる
資質能力
(指標）

研修悉皆及び希望

研修会番号

目的・ねらい

深化発展期

申込不要

県立 市町村立 仙台市立 私立 その他

校種

組織管理運営能力

火月 日 （

会場：総合教育センター 講義・演習

7 月 上 旬

８ 月 下 旬

講義・演習

福祉と教育が連携した実践事例の紹介８ 月 下 旬

９ 月 上 旬

１日目（気仙沼）

事例から子供の支援を考える（グループ演習）

福祉と教育が連携した実践事例の紹介

受講者間の情報共有（事例の選定）

職能研修

福祉と教育が連携した実践事例の紹介

受講者間の情報共有（事例の選定）

指標資質能力

実践発表

協議

たくましく
豊かな人間性

自己研鑽力

受講者間の情報共有（事例の選定）

福祉と教育が連携した実践事例の紹介

１日目（大河原）

実践発表

協議

仙台教育事務所管内A

福祉と教育が連携した実践事例の紹介

１日目（仙台A）

7 1

事例から子供の支援を考える（グループ演習）

受講者間の情報共有（事例の選定）協議

１日目（仙台B）

実践発表

事例から子供の支援を考える（グループ演習）

受講者間の情報共有（事例の選定）

事例から子供の支援を考える（グループ演習）

　

協議

指標経験段階 基礎形成期

実践発表

大河原教育事務所管内

）

会場：気仙沼合同庁舎 講義・演習

会場：大河原合同庁舎

北部教育事務所管内

実践発表

協議

気仙沼教育事務所管内

リーダーとして
の基本的な素養

職種 特別支援教育コーディネーターを担当する副校長・教頭・主幹教諭・教諭・養護教諭・（講師）

小学校（悉皆）、中学校（悉皆）、義務教育学校（悉皆）、幼稚園等（希望）、高等学校（希望）、特別支援学校（希望）

外部連携能力 人材育成能力

授業力 生徒指導力
子供理解 学校を支える力 教育への情熱

保健管理力 保健教育力
健康相談及び
保健指導力

学校経営能力
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